
大
疑
江
下
流
の
先
史
地
理

三
　
友
　
國
　
五
　
郎

　
大
同
江
下
流
沿
燦
に
は
先
輿
酵
代
原
史
時
代
の
三
跡
が
比
較
的

多
く
、
古
代
朝
鮮
に
於
け
る
～
つ
の
文
化
圏
を
な
し
た
地
域
で
あ

る
。
現
代
朝
鮮
に
於
て
も
や
は
り
卒
壌
が
西
漸
の
中
心
を
な
し
て

み
る
の
と
測
襟
で
あ
る
。
本
文
に
於
い
て
は
こ
れ
ら
の
先
史
慧
跡

を
土
豪
と
し
て
、
こ
の
地
方
が
先
輿
博
代
に
於
て
如
弼
な
る
款
態

に
あ
る
か
を
究
明
し
た
い
と
患
っ
て
み
る
。
部
ち
癒
跡
地
の
分
布
、

叉
は
現
歌
・
遺
物
等
か
ら
綜
合
的
に
解
説
を
施
し
て
、
古
代
の
地

理
的
歌
態
を
複
線
し
、
更
に
交
題
騨
係
、
先
史
聚
落
分
布
、
就
三

里
態
等
を
考
慮
し
て
、
尊
来
得
べ
く
ん
ば
一
つ
の
先
史
地
誌
を
蓮

べ
た
い
と
怨
っ
て
み
る
。
し
か
し
本
地
方
に
あ
り
て
は
溝
跡
地
の

濫
掘
が
轡
急
騰
に
な
さ
れ
ね
も
の
は
僅
々
ご
一
に
過
ぎ
す
、
大
部

分
は
表
芸
採
集
の
域
な
脱
し
て
み
な
い
か
ら
或
ひ
は
不
可
能
か
も

知
れ
な
い
。

大
詞
江
下
流
の
先
鞭
地
理
　
（
三
友
）

一
、
豫
　
備
　
考
　
察

　
　
　
　
　
大
　
　
同
　
　
江

　
大
同
浬
は
畢
壌
を
中
心
と
し
て
獲
蓬
し
て
み
る
肥
沃
拡
沖
積
李

野
を
洋
々
と
曲
流
し
て
み
る
。
そ
の
全
長
三
九
七
・
〇
五
粁
、
流

域
一
溜
凹
積
　
は
｝
、
九
、
三
八
五
・
四
六
山
刀
粁
一
朝
健
黙
珊
五
四
鰍
の
河
で
詣
の
る
。

延
長
百
黒
に
及
ぶ
大
饗
江
の
流
れ
は
水
と
勝
地
と
を
恵
ん
で
、
住

民
を
養
ひ
、
軍
要
な
る
交
通
路
を
提
供
し
て
、
文
化
の
流
入
を
助

け
て
み
る
。
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
大
男
江
は
峯
安
索
道
全
域
の
入
々

を
養
ひ
、
且
つ
交
通
せ
し
め
て
み
る
。
秦
安
婦
道
と
云
ふ
一
行
政

輝
測
脚
は
こ
れ
を
大
↓
ま
か
に
云
へ
ば
大
↑
同
江
流
域
と
¢
わ
云
へ
る
。

　
こ
の
大
同
江
は
南
江
合
流
黙
を
境
と
し
て
著
し
く
相
貌
を
異
に

し
て
み
る
。
南
江
合
流
灘
よ
り
上
流
は
由
地
を
流
れ
て
み
る
が
、

　
　
　
　
　
第
二
十
四
巻
　
第
二
號
　
　
「
六
…

（　・lll　）



』
入
瞬
江
下
蕪
蹴
の
先
鍵
一
地
理
　
（
露
友
）

そ
れ
よ
り
下
流
に
か
け
て
所
謂
樂
浪
の
…
卒
論
を
解
き
、
藤
壷
璽
、
林

書
面
等
の
鷹
沃
な
沖
積
．
夢
野
を
作
り
、
よ
く
大
溝
の
下
流
と
し
て

の
藤
面
貌
を
備
へ
て
る
る
、
こ
㌧
に
争
．
簿
蝦
の
醸
唐
、
民
繁
訟
洛
ゆ
ぜ
離
川
で
る

に
栗
、
つ
彊
。
大
瀬
江
が
深
ぐ
．
奥
堀
へ
験
す
る
警
め
に
、
水
烹
睡
し

の
交
涌
蕗
と
し
て
古
猿
気
概
ば
か
O
役
寛
っ
て
寒
路
か
。
遡
解
し

得
る
距
離
は
本
流
に
賑
う
て
の
み
で
も
、
二
六
〇
粁
獣
ち
全
長
の

山ハ

ｱ
、
河
難
か
ρ
り
六
一
二
粁
　
澗
臨
つ
、
鴨
口
耳
に
ふ
の
る
、
保
由
…
浦
出
小
で
は
二
千

顧
級
の
汽
離
が
遡
航
し
得
る
。
不
元
線
も
こ
の
大
飼
江
に
沿
・
漣
て

走
り
、
満
熱
線
も
亦
一
部
分
こ
れ
に
没
ふ
て
走
っ
て
み
る
。
か
く

て
牟
島
を
横
型
す
る
一
つ
の
重
要
な
交
癒
聖
な
る
こ
と
聖
代
も
古

代
も
機
長
で
あ
る
。
夏
に
京
義
線
は
南
北
に
走
っ
て
、
北
は
4
北

に
南
は
黄
海
蟻
に
何
の
障
碍
も
な
く
易
々
と
し
て
交
麺
路
を
附
き

掌
る
の
で
あ
、
る
。

　
　
　
　
樂
浪
準
卒
猿

　
髪
洗
を
喪
心
と
す
る
地
域
を
論
ず
る
に
独
り
更
に
そ
の
地
理
的

景
観
を
蓮
べ
て
、
失
史
地
理
の
豫
熱
量
識
と
な
さ
う
。
こ
の
地
域

は
小
藤
陣
士
の
古
朝
鮮
地
方
と
呼
ば
れ
た
所
で
あ
っ
て
、
東
方
の

大
臼
霞
脈
の
建
る
簸
域
を
除
け
ば
一
般
に
丘
陵
地
を
な
し
、
殊
に

綜鮒

�
?
一
閥
簸
川
　
猿
二
儲
猟
　
　
　
　
～
点
ハ
ニ

塁
壌
よ
り
南
方
黄
海
道
方
．
面
に
か
け
て
謬
論
坦
な
地
で
あ
っ
て
、

鳥
撃
樂
浪
準
…
李
櫨
と
云
は
れ
る
地
域
も
こ
・
で
あ
る
。
古
き
交
化

の
申
心
で
あ
っ
彊
樂
浪
の
遺
跡
附
近
は
淵
、
の
鶴
爽
的
な
地
域
で
、

誠
轍
武
蔵
野
寮
癌
を
思
は
せ
る
嫌
振
な
、
悠
々
坐
る
簸
陵
の
叢
り
、

青
い
欝
の
穂
波
は
詩
情
を
そ
・
る
も
の
が
あ
る
“
あ
ち
ら
こ
ち
ら

に
鰍
綴
し
て
み
る
．
雅
木
林
、
丘
陵
の
麓
に
あ
る
さ
誌
や
か
な
聚
落
、

塁
上
に
あ
る
赤
い
キ
リ
ス
ト
心
痛
、
そ
こ
か
ら
響
い
て
遷
る
鐘
の

昔
、
誠
に
長
閑
な
朝
鮮
猫
特
の
風
景
で
あ
る
．
、
申
瀬
騨
か
ら
李
壌
に

至
る
樂
浪
古
墳
臨
地
幣
は
老
年
地
響
の
代
表
的
な
も
の
で
、
こ
の

準
準
原
を
掩
う
て
み
る
賭
色
土
は
廓
阪
岩
申
の
不
純
物
、
鶏
溶
蝕
か

ら
残
さ
れ
て
発
つ
九
も
の
、
粉
末
歌
で
あ
る
た
め
に
爾
や
水
に
あ

ふ
と
ひ
ど
く
精
っ
て
水
透
し
が
極
め
て
悪
い
。
こ
の
關
係
で
一
般

作
物
に
は
餓
り
香
し
く
な
い
、
｝
般
に
畑
は
夢
が
主
で
粟
、
高
梁
の

如
き
も
の
之
に
つ
ぎ
、
小
川
の
壷
皿
に
は
水
樹
が
獲
蓬
し
て
み
る

の
が
見
ら
れ
る
が
ま
だ
草
原
、
荒
地
が
廣
く
残
さ
れ
て
み
る
。
烹

地
が
低
峯
で
、
し
か
も
耕
地
は
潔
く
離
れ
ノ
、
に
散
在
す
る
か
ら
、

小
さ
な
部
落
が
極
め
て
不
規
則
に
存
在
し
て
大
聚
落
は
嚢
堕
し
て

み
な
い
Q
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二
、
鳥
跡
分
布

　
李
安
南
北
に
於
い
て
遺
跡
地
の
最

も
濃
厚
に
分
布
す
る
照
域
は
…
琳
壌
か

ら
美
林
・
清
湖
里
に
及
ぶ
大
講
江
滑

摩
嚇
帯
で
特
に
大
同
江
の
左
岸
に
濃

厚
な
分
布
を
示
し
て
み
る
、
今
こ
れ

ら
の
遺
跡
地
を
刻
期
す
れ
ば
次
の
通

り
で
あ
る
、
笠
原
烏
丸
氏
、
小
野
忠

明
氏
に
資
ふ
所
が
多
い
．
、

　
1
、
大
膝
郡
漱
乙
美
．
癒
美
林
里
謡

　
　
　
跡

　
2
、
穴
瀬
郡
秋
乙
美
醸
休
…
麗
洞
附

6　5　4　3
　｝　　　　N　ts　N

酒大
薮
郡
秋
乙
美
翫
寺
洞

大
嗣
郡
林
原
爾
高
坊
霞
麓

協
　
　
詞
　
　
清
湖
三

岡
　
　
織
　
　
溝
岩
洞

　
∴
八
瀬
ド
江
．
下
流
の
孫
四
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地
理
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卒
壌
府
東
大
院
塁

嗣
　
　
京
三
線
鐵
・
橋
附
近

オ
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
の
　
り
く
零
丁

螺
昨
　
　
　
一
づ
邦
至

大
嗣
黒
瀬
李
断
陸
軍
墓
地
附

近大
講
郡
大
庭
江
田
飛
行
隊
附

池弼
　
　
漏
　
　
梧
野
里

醗
　
　
鰯
　
　
欝
富
里

飼
　
　
洞
　
　
土
城
里

溺
　
　
龍
淵
藤
桝
巣

揚
上
の
諸
潅
跡
地
は
、
不
壌
を
中
心
と

し
た
大
望
江
摩
の
洪
細
鴬
野
、
叉
は

そ
れ
に
準
ず
べ
き
慮
に
立
地
し
て
み

る
。
特
に
比
較
的
古
期
に
凝
す
べ
き

櫛
口
文
土
器
を
出
土
し
て
み
る
逡
跡

地
が
期
せ
ず
し
て
大
嗣
江
岸
に
沿
ふ

て
る
る
の
も
不
思
議
な
程
．
で
あ
る
．

第
二
號
　
　
　
一
六
蕊
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大
海
江
下
流
の
先
史
地
理
　
へ
三
友
）

　
1
6
、
大
樹
郡
潤
川
面
薦
浦
…

　
1
7
、
大
岡
郡
金
祭
面
院
揚
婁

こ
9
ろ
は
大
潟
江
と
は
關
係
の
な
い
地
に
立
地
し
て
孤
立
的
な

感
が
あ
る
。

　
大
樹
江
の
す
っ
と
上
流
に

　
1
8
、
成
川
郡
成
川
爾
石
田
里

に
あ
る
の
が
現
在
知
ら
れ
て
み
る
者
で
最
奥
で
あ
ら
う
。
蹴
上
李

壌
附
近
の
殻
跡
地
群
に
欝
し
、
卒
壌
か
ら
軍
流
の
大
醐
江
沿
岸
に

は
瀧
跡
地
ら
し
い
も
の
は
見
當
ら
な
い
。
高
碕
麗
古
墳
群
は
あ
る

け
れ
ど
も
、
彊
ず
露
墳
封
土
の
申
に
石
器
の
海
漏
し
て
み
た
事
を

烏
居
博
士
が
報
告
し
て
み
る
の
み
で
あ
る
。

　
海
燈
方
面
に
癒
つ
く
に
從
っ
て
遺
跡
撒
も
多
く
な
っ
て
み
る
様

で
あ
．
る
。
卿
ち
黄
海
道
黄
鶏
か
ら
黄
海
道
般
栗
郡
に
か
け
て
遺
跡

の
立
地
が
多
い
。
…
奉
壌
を
中
心
と
し
て
成
立
し
た
遺
跡
群
に
野
し

て
こ
の
遽
跡
群
の
立
地
も
叉
興
味
あ
る
と
云
へ
よ
う
。

　
黄
州
を
中
心
と
し
て
、

　
1
9
、
黄
州
禮
洞
塁
貝
塚
　
　
　
　
　
・

　
2
0
、
勢
州
外
下
里

第
二
十
閃
回
巻
　
　
第
二
號
　
　
　

一晶

n
照

　
2
1
、
安
櫓
郡
安
醤
面
五
里
洞

　
2
2
、
鳳
山
郡
文
井
面
土
城
塁

審
が
あ
偽
て
大
藤
江
支
流
の
載
寧
江
の
流
域
に
多
く
分
布
し
て
み

る
。　

般
栗
郡
は
般
栗
諏
を
中
心
と
し
比
較
的
謡
い
盆
地
が
展
糖
し
、

東
・
南
は
高
さ
九
百
米
位
の
標
高
の
由
に
か
こ
ま
れ
、
北
・
西
の

方
面
は
黄
海
に
添
い
て
る
る
。
こ
の
小
盆
地
に

　
2
3
、
般
果
郡
南
部
蕪
軍
糧
塁

　
2
4
、
耐
　
洞
　
砂
金
洞

　
2
5
、
罰
，
　
北
部
面
雲
甫
璽

等
が
あ
．
る
。
こ
・
の
遺
跡
地
は
櫛
繍
文
土
器
を
併
幽
す
る
比
較
的

学
期
に
場
す
る
と
思
は
れ
る
が
、
反
擁
後
期
と
患
は
れ
る
黙
も
多

い
、
特
に
著
し
い
黙
ぼ
ド
ル
メ
ン
を
必
ず
俘
ふ
事
で
、
ド
ル
メ
ン

の
中
よ
り
筆
墨
を
博
し
て
み
る
費
桝
が
数
多
く
鳥
癬
博
士
に
よ
っ

て
報
告
せ
ら
れ
て
る
る
。

三
、
遺
跡
の
地
域
性

次
に
各
遺
跡
地
の
内
主
な
る
も
の
を
記
書
し
て
李
壌
附
近
（
西

「　4三4）



鮮
地
方
）
の
遽
跡
地
の
地
域
的
特
色
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
を
の
べ

て
見
よ
う
。

　
灘
粥
湖
黒
甦
跡

　
半
壌
府
を
束
に
去
る
約
六
粁
、
大
鵬
江
の
右
岸
に
あ
る
。
昭
和

七
年
十
一
月
笠
原
烏
丸
氏
に
よ
っ
て
三
見
さ
れ
、
一
つ
報
告
せ
ら

れ
て
る
る
。
本
項
の
記
蓮
は
嗣
氏
の
報
告
を
幕
礎
と
し
て
若
干
私

業
を
加
へ
た
に
す
ぎ
ぬ
事
を
お
断
し
て
置
く
。

　
本
逡
跡
は
大
醗
戴
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
砂
土
の
多
い
沖
積
地
上

あ

に
螢
ま
れ
、
北
翻
に
は
古
成
層
か
ら
な
る
土
地
が
爽
覆
に
走
っ
て

み
る
、
蕩
、
の
高
さ
は
斗
米
足
ら
す
の
由
稜
で
あ
る
、
西
方
は
す
っ

と
李
壌
ま
で
沃
野
蓮
り
高
高
麗
古
墳
群
の
多
い
沖
積
地
に
接
し
て

み
る
。
附
近
に
は
面
隠
に
は
渦
卜
す
る
小
流
が
あ
る
。
愚
物
は
東

西
一
五
〇
問
肩
山
庶
○
閥
の
地
域
に
亙
り
、
特
に
潅
物
の
濃
厚
な

の
は
こ
の
四
域
の
巾
央
部
と
兇
ら
れ
る
三
々
高
歩
の
砂
丘
で
そ
の

廣
さ
南
北
十
五
闘
・
東
蒲
五
〇
闇
、
周
嗣
よ
り
高
き
こ
と
約
五
八
、

大
同
戴
を
去
る
約
八
○
醐
・
義
一
水
彌
よ
り
の
高
度
は
九
沢
で
あ

る
、
現
在
は
落
花
生
が
栽
培
せ
ら
れ
て
る
る
。
表
土
約
六
寸
の
内

に
最
も
質
物
が
多
く
、
表
土
を
除
去
す
る
と
黒
裾
色
を
呈
す
る
総
…

大
岡
一
江
下
斗
識
の
先
史
地
理
　
（
三
友
V

粘
質
の
土
鷹
が
あ
る
、
、
厚
さ
一
寸
、
つ
い
で
丑
寸
の
砂
層
が
あ
る
、

こ
れ
を
第
一
層
と
な
し
、
第
四
屠
ま
で
こ
の
如
き
心
立
を
繰
り
返

し
て
み
る
、
こ
の
深
度
三
尺
以
下
に
は
砂
土
著
し
く
粘
質
を
加
へ

鐡
物
の
存
廉
も
認
め
得
な
い
。
各
厨
序
の
厚
さ
窟
等
し
き
は
大
岡

江
の
氾
濫
が
周
期
的
な
侮
し
を
示
現
し
、
先
史
時
代
よ
り
約
四
阿

の
大
氾
濫
あ
6
し
も
の
と
推
定
さ
れ
る
、
今
こ
の
贋
序
と
遺
物
の

三
三
を
表
示
す
れ
ば
次
の
麹
し
。

壷一轡 表ti：第1暦第2癬第3縫第義詳録驚野
第母器i・・・…i繭i・・・・・…TL＞　1　：is　1　g3g

と
10

強

2

io

些

2

第二種烹器

第滋懸土器

第瑚鍾土器

119
0

9
り

9
“O

O
打製石斧

99磨製石斧

22鑑石

75999
　

637 3三　　73

2、
2

1
　
　
　
1

少鶯’

　1

少ゴ諏i少づ義
　　　1

1

…石庖丁

木　炭

住居駈

燃　竣

駕
門
瓢
幸
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熱
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駕
門
瓢
魏
　
　
　
一
山
ハ
五
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大
同
江
下
流
の
先
端
地
理
　
（
三
友
）

　
第
一
種
土
器
に
擁
す
る
も
の
は
中
に
は
土
質
の
精
良
な
る
も
の

も
あ
る
が
、
概
し
て
胸
懸
で
あ
る
、
微
細
な
砂
粒
と
共
に
多
量
の

雲
燈
片
を
混
入
し
て
、
殆
ん
ど
例
外
な
く
紋
様
が
附
越
せ
ら
れ
て

る
る
、
そ
の
色
澤
は
淡
黄
禰
色
の
も
の
で
所
謂
櫛
臼
文
烹
器
で
あ
、

つ
て
、
朝
鮮
各
地
よ
⇔
郭
様
す
る
先
史
時
代
土
器
で
あ
る
。
皐
壌

附
近
に
て
も
最
近
各
所
に
そ
の
幽
土
を
報
告
せ
ら
れ
て
る
る
、
師

ち
美
林
璽
、
酒
特
立
（
小
野
氏
）
、
影
野
塁
（
小
野
氏
）
、
艦
橋
漿
に

あ
り
て
は
ニ
ケ
所
、
土
城
婁
等
は
こ
れ
で
あ
る
。

　
第
二
種
土
器
は
第
一
種
凝
議
交
烹
撫
に
比
し
て
、
そ
の
土
質
著

℃
く
精
良
で
焼
域
に
於
い
て
も
遙
に
堅
緻
で
あ
る
、
概
し
て
瀧
櫨

の
制
次
作
に
［
か
、
る
．
か
魅
掘
く
且
つ
研
磨
．
か
撫
へ
「
り
れ
て
・
の
る
。

　
第
三
種
土
藩
は
明
ら
か
に
魂
迎
を
使
用
し
、
土
質
、
著
し
く
．
精
良

で
色
漆
は
灰
織
色
を
呈
す
る
も
の
が
多
い
、
載
國
重
代
か
ら
瀧
代

に
か
け
て
獲
噛
し
た
所
講
瓦
器
類
で
あ
る
と
推
定
せ
ら
れ
藤
壷
教

授
の
所
謂
療
始
新
羅
焼
烹
羅
と
は
蓋
し
こ
の
土
器
に
輿
へ
ら
れ
た

る
名
稀
で
あ
ら
う
．
．
こ
の
種
土
藩
は
李
壌
附
近
に
あ
り
て
は
樂
浪

露
墳
よ
り
鐵
盤
銅
器
と
宇
土
し
、
禮
洞
毘
貝
塚
に
て
は
骨
器
、
鐵

器
と
共
に
探
下
せ
ら
れ
美
林
に
て
も
屡
々
獲
見
さ
れ
て
る
る
も
の

第
二
十
四
郷
讐
　
篇
乙
鷺
灘
　
　
　
一
山
ハ
六

で
、
先
史
綴
代
宋
期
若
し
く
は
金
石
器
併
矯
期
の
初
期
に
か
け
て

患
現
し
た
も
の
な
る
こ
と
は
是
認
せ
ら
れ
る
G

　
第
四
種
土
器
は
内
地
の
所
謂
親
郷
土
器
、
若
く
は
朝
鮮
の
新
羅

焼
土
器
と
そ
の
類
を
詞
じ
う
せ
る
も
の
で
こ
の
土
器
が
繭
三
者
に

比
し
て
後
期
の
も
の
た
る
は
言
を
倹
な
い
。

　
　
着
　
　
　
器

　
本
職
跡
轟
土
の
磨
製
石
斧
が
そ
の
刃
部
の
構
成
に
於
い
て
片
匁

寿
あ
る
が
＋
分
研
磨
を
癩
へ
ら
れ
た
も
の
と
、
全
然
研
磨
を
藤
へ

ら
れ
ざ
る
も
の
と
あ
る
。
斬
謂
磨
製
片
ぷ
石
斧
が
金
石
併
用
蒔
代

の
所
嫌
な
り
と
す
れ
ば
本
町
跡
獲
兄
の
磨
製
石
斧
類
は
先
史
酵
代

の
終
末
期
よ
の
金
石
併
用
時
代
の
初
期
と
推
定
せ
ら
れ
る
。
し
か

し
て
そ
の
大
い
さ
二
寸
乃
棄
三
寸
の
小
型
で
粘
板
岩
で
作
ら
れ
た

爲
め
に
瀟
楽
な
る
も
の
が
多
い
。
こ
の
磨
製
石
斧
は
表
上
の
み
よ

り
探
集
せ
ら
れ
て
る
る
。
こ
れ
に
撰
し
打
製
眉
斧
は
表
土
よ
6
第

糊
層
に
至
る
各
層
よ
り
十
一
佃
聴
器
署
し
て
み
る
、
打
製
石
斧
は

櫛
日
文
土
器
と
併
慰
す
る
と
云
へ
る
。
若
し
穿
り
と
す
れ
ば
打
製

石
斧
は
磨
製
石
斧
よ
り
も
古
き
も
の
と
推
定
を
な
し
得
る
、
笠
原

氏
は
こ
の
打
製
石
斧
を
利
器
と
し
て
硬
「
翻
す
る
と
共
に
雌
器
の
施

σ三6）



文
具
と
し
て
硬
用
し
た
で
あ
ら
う
と
力
説
し
て
み
る
。

　
石
鎌
は
二
本
。

　
孔
庖
丁
も
二
個
所
謂
愚
闇
型
の
も
の
に
あ
ら
す
し
て
矩
形
を
な

し
刃
部
は
片
刃
で
孔
を
有
し
て
み
な
い
。

　
本
遣
跡
に
於
い
て
最
も
多
く
書
見
さ
れ
る
の
は
石
錘
で
あ
る
。

旛
李
な
手
頃
の
駈
を
採
り
、
そ
の
爾
端
を
打
ち
碑
い
て
以
て
糸
を

か
け
る
に
澄
せ
る
も
の
で
、
主
と
し
て
漁
網
に
使
胴
せ
ら
れ
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
大
な
る
も
の
は
長
軸
二
寸
瀧
分
・
短
軸

二
寸
に
及
び
、
小
な
る
は
長
軸
七
分
、
短
軸
四
分
な
る
も
の
も
あ

る
。
各
贋
申
に
於
い
て
意
見
せ
ら
れ
特
に
圭
麿
に
至
る
程
多
く
嚢

晃
さ
れ
て
る
る
事
は
本
遣
跡
占
履
の
佳
民
が
終
始
漁
携
に
無
事
せ

る
事
を
示
し
、
且
つ
入
旗
影
加
繰
ち
静
置
に
從
卜
す
る
者
が
次
第

に
多
く
な
り
た
る
を
示
す
と
云
へ
る
。

　
前
表
に
明
な
る
癩
く
磨
製
石
斧
、
石
鐡
、
看
庖
丁
等
は
表
土
の

み
よ
の
患
ま
し
、
打
製
石
斧
・
石
錘
は
表
土
の
み
な
ら
す
各
駅
よ

O
繁
る
事
は
注
口
す
べ
き
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
前
者
は
後
者
よ
り

遅
れ
て
使
屠
せ
ら
れ
た
事
を
示
し
て
み
る
。
土
器
に
於
い
て
も
罰

様
に
第
一
種
櫛
誓
文
土
器
が
最
初
に
撫
現
し
、
つ
い
で
第
工
種
、

大
圏
漁
下
流
の
先
史
地
理
　
（
蕊
友
）

第
三
種
土
器
が
窺
は
れ
て
き
た
、
こ
の
黙
は
は
っ
き
り
隈
別
を
な

し
得
る
わ
け
で
あ
．
る
、
か
く
て
先
史
．
時
代
土
器
た
る
第
一
種
櫛
魁

文
土
器
は
打
製
滋
斧
を
併
射
し
、
磨
製
石
斧
は
第
二
種
、
第
三
種

と
併
出
す
る
事
が
考
へ
ら
れ
、
磨
製
石
器
類
が
謡
講
先
史
磐
代
の

終
筆
期
若
し
く
は
金
石
隣
代
初
期
に
か
け
て
の
所
論
な
る
事
が
推

察
さ
れ
る
。

　
爾
ほ
蟻
聚
跡
の
石
器
に
就
い
て
は
小
野
忠
明
氏
が
論
志
せ
ら
れ

て
九
照
の
石
斧
の
中
で
只
だ
一
個
の
磨
製
石
斧
を
示
さ
れ
て
み
る

の
み
で
、
こ
の
磨
製
石
斧
が
李
壌
附
近
の
櫛
巨
文
土
器
に
随
件
す

る
た
ゴ
一
個
な
る
事
を
力
説
し
て
み
る
。
石
庖
丁
は
何
れ
も
無
孔

の
長
方
形
で
片
厚
の
も
の
三
偲
を
岡
示
し
て
み
る
。

　
第
四
層
中
に
住
居
蛙
が
嚢
見
さ
れ
て
る
る
。
所
志
敷
石
住
居
鋤

で
比
較
的
簾
卒
な
大
小
様
々
の
肩
書
が
何
等
の
秩
序
も
な
く
黙
々

と
敷
函
・
・
な
ら
べ
ら
れ
て
る
る
。
そ
の
廣
さ
は
獲
見
せ
る
擁
の
愚
構

を
中
心
と
し
て
雛
謁
し
て
見
る
と
方
六
尺
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の

中
央
榔
に
燐
蛙
が
あ
っ
て
小
型
の
甕
型
土
器
大
破
片
の
…
群
が
あ
．

つ
た
。
熔
鮭
は
大
小
様
々
の
石
塊
を
塊
っ
て
落
々
方
形
に
鑑
み
合

さ
れ
、
各
石
塊
の
間
隙
に
は
第
　
種
土
器
の
破
片
が
挿
入
せ
ら
れ

　
　
　
　
　
笙
不
日
巻
笙
一
碧
　
一
六
七
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大
筒
江
下
臨
漉
の
先
史
地
理
　
（
学
友
）

内
　
径
約
八
寸
深
さ
六
寸
の
櫨
脚
で
、
　
中
に
に
ば
若
Y
†
の
木
炭
片
が
3
の
っ

て
、
残
灰
は
な
い
、
住
艦
蛙
敷
燐
閥
に
も
土
器
破
痔
が
挿
入
せ
ら

れ
て
る
た
。

　
こ
れ
ら
の
報
告
に
墓
づ
き
本
業
跡
地
を
複
諾
す
る
に
、
往
艦
蛙

渠
は
邪
計
の
澄
構
よ
り
推
察
す
る
に
、
其
の
鞍
橋
に
し
て
粗
末
な

が
ら
も
占
贋
民
族
が
傘
定
柱
生
活
に
入
り
つ
誠
あ
る
を
知
る
事
が

患
來
る
、
石
器
に
於
い
て
も
長
大
な
る
も
の
・
な
き
は
、
そ
の
生

産
魁
程
極
め
て
幼
稚
に
し
て
、
未
だ
農
耕
を
知
ら
ざ
る
も
の
・
錦

き
も
、
さ
れ
ど
石
庖
丁
の
嚢
見
せ
ら
れ
し
慮
よ
O
見
れ
ば
農
耕
生

活
を
示
峻
す
る
如
く
に
も
思
は
れ
る
。
石
筆
魚
見
少
く
、
製
し
き

石
錘
の
嚢
見
は
狩
猟
よ
り
漁
携
生
．
活
を
本
位
と
せ
る
事
を
示
す
と

云
へ
る
。
臨
時
の
砂
箆
上
に
占
回
せ
る
人
達
で
あ
る
か
ら
當
然
の

事
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
は
江
燦
に
彼
め
る
住
民
の
地
理
、
的
環
境

に
慮
ぜ
る
も
の
で
、
民
族
的
脅
慣
な
る
や
否
は
資
料
乏
し
き
た
め

断
定
を
下
し
得
ぬ
Q

　
　
美
林
子
の
慧
跡

　
士
林
里
の
墨
跡
は
清
湖
盤
と
窟
凝
し
大
岡
江
南
岸
の
沖
積
地
に

あ
る
。
こ
の
沖
積
地
は
本
地
域
に
あ
り
て
は
比
較
的
大
な
る
沖
積

第
二
十
門
門
巻
　
　
第
配
備
蟹
　
　
　
　
一
山
ハ
劇

評
野
で
現
在
は
大
岡
江
水
を
揚
水
し
て
水
田
を
擬
妬
し
つ
・
あ

る
。
先
史
臨
代
に
あ
り
て
こ
・
が
最
も
繁
記
し
九
地
域
を
な
し
た

と
推
定
轟
・
・
れ
る
。
鳥
腿
薩
…
士
も
「
辮
安
南
道
に
於
け
る
有
史
以
前

の
殻
跡
申
寺
洞
璽
．
慰
撫
璽
及
び
高
坊
山
等
　
帯
大
面
鳴
声
は
本

道
に
於
け
る
代
表
的
遣
跡
地
な
り
」
と
記
し
て
み
る
、
寺
洞
よ
り

始
ま
り
て
休
碧
洞
よ
り
芸
林
騨
に
至
る
鹿
道
線
と
大
岡
江
と
の
中

閥
に
あ
る
砂
地
の
畠
地
に
は
所
々
に
櫨
物
の
散
布
地
が
あ
っ
て
、

見
事
な
る
石
創
、
各
種
の
石
鎌
、
優
美
な
る
石
庖
丁
等
数
限
り
な

く
出
土
し
て
み
る
。
今
鳥
居
博
士
の
報
告
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の

潅
跡
地
を
遭
難
す
れ
ば
次
の
通
で
あ
る
。

寺
洞
の
遺
跡
地
　
無
文
土
器
の
破
片
∴
誤
爆
・
石
庖
丁
・
錘
石
・

　
石
槌
・
石
鎌
等
鐵
土
す
。
こ
・
の
石
．
斧
は
沖
繋
外
燈
よ
り
禽
然

　
石
を
押
型
り
て
、
こ
れ
に
す
こ
し
く
先
端
に
撫
工
を
加
へ
て
る

　
る
も
の
で
所
謂
蛤
翠
を
な
す
も
の
が
多
い
。
石
庖
丁
は
牟
月
型

　
を
な
し
上
部
に
ご
孔
を
開
い
て
み
る
普
通
の
も
の
で
あ
る
。

高
坊
出
附
近
の
愚
跡
石
斧
・
石
難
・
石
癒
丁
・
石
鎌
・
砥
石
等

　
を
始
と
し
て
土
器
の
存
雀
も
あ
り
。
就
中
海
庖
丁
の
猷
土
は
最

　
も
多
く
散
布
せ
り
。
石
鎌
は
ス
レ
…
ト
質
に
し
て
磨
製
、
そ

（　LllS　）



　
の
形
歌
に
二
種
あ
り
、
爾
ほ
石
器
中
最
も
奇
な
る
は
連
夜
小
に

　
し
て
重
量
重
く
、
上
よ
り
見
れ
ば
恰
も
四
辮
花
の
如
き
文
鎭
様

　
の
も
の
あ
り
、
這
は
何
に
使
用
せ
し
か
、
ま
だ
朝
鮮
に
於
け
る

　
他
の
三
跡
よ
⇔
か
・
る
も
の
を
探
集
せ
し
綱
な
し
。
土
器
は
総

　
て
破
片
と
な
り
居
れ
ど
も
、
翁
ほ
欝
邊
・
胴
郡
・
底
部
を
兄
る

　
を
得
、
焼
成
粗
遣
に
し
て
土
質
は
雲
懸
を
富
め
り
。

　
窩
坊
由
は
前
述
の
清
湖
里
遣
跡
の
北
方
に
欝
ゆ
る
出
で
あ
る
が

鳥
居
博
士
の
報
告
せ
ら
れ
て
る
る
高
坊
由
附
近
の
殻
跡
は
麟
蓮
の

笠
原
氏
の
獲
麟
報
告
せ
ら
れ
た
清
湖
里
の
叢
叢
と
は
全
然
異
な
る

も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
か
ら
こ
・
に
そ
の
概
況
を
蓮
べ
た
。

　
　
論
難
里
遺
跡

　
鳥
贋
博
士
の
潮
瀬
に
よ
れ
ば
現
今
表
土
よ
り
…
尺
五
寸
の
下
部

に
簿
き
砂
利
暦
が
あ
る
、
眉
は
河
原
石
が
自
然
に
水
拳
に
並
列
し

て
み
る
。
蓋
し
洪
水
そ
の
他
の
理
海
に
よ
っ
て
堆
積
し
た
も
の
で

あ
ら
う
、
こ
の
蒼
き
砂
利
層
の
下
部
に
骨
片
及
び
土
器
等
を
包
含

す
る
八
寸
程
の
A
層
が
あ
、
り
、
更
に
こ
れ
に
蓮
流
し
て
こ
れ
に
似

た
七
寸
灘
の
8
暦
が
漣
績
し
て
み
る
。
こ
の
暦
は
石
器
・
土
器
そ

の
他
の
遺
物
を
包
含
し
て
贋
り
、
そ
の
下
部
に
は
入
漁
的
の
遺
物

大
同
江
下
流
の
先
史
地
理
　
（
三
友
）

は
な
い
。

　
A
層
よ
り
動
物
の
骨
片
、
土
器
の
破
片
、
木
炭
等
が
呑
回
し
、

骨
片
に
は
必
要
動
物
と
し
て
鹿
・
猪
・
犬
・
牛
の
角
、
叉
は
歯
牙
・

事
顎
骨
或
ひ
は
据
肢
骨
及
び
鳥
類
の
骨
片
等
あ
り
、
そ
の
骨
片
は

等
大
に
叛
れ
て
る
る
。
恐
細
く
煮
沸
に
便
な
る
方
法
を
探
の
し
も

の
と
推
定
せ
ら
る
。
倫
ほ
こ
の
土
中
に
は
灰
及
び
木
炭
等
多
く
あ

り
、
木
炭
は
樹
木
の
幹
枝
を
た
き
た
る
も
の
に
し
て
、
そ
の
木
目

を
見
る
に
多
く
は
淵
瀬
な
る
が
癩
く
検
定
さ
れ
る
。
恐
ら
く
こ
の

邊
一
幣
は
落
葉
樹
の
繁
茂
せ
る
深
林
に
し
て
鹿
猪
の
片
面
あ
る
を

三
っ
て
、
こ
の
深
林
中
に
こ
の
坤
き
動
物
の
群
棲
せ
し
も
の
な
る

べ
し
、
土
器
は
素
焼
次
粥
色
に
し
て
外
爾
に
打
紋
襟
渠
は
絡
型
等

あ
り
Q
爾
ほ
土
器
の
破
片
に
し
て
そ
の
璃
園
を
柔
き
圓
形
と
な
し

て
小
兜
の
玩
具
と
な
せ
る
細
き
も
の
あ
．
り
、
こ
の
層
よ
り
獲
見
せ

ら
れ
る
、
利
器
に
は
一
つ
も
眉
露
な
く
、
專
ら
鐡
を
以
っ
て
蕃
具

と
せ
し
跡
あ
り
、
郎
ち
小
刀
子
の
破
片
及
び
釣
針
二
形
の
も
の
、

叉
は
小
言
塊
一
を
得
九
り
、
か
く
て
彼
等
は
鐵
器
の
使
用
者
な
り

と
は
云
へ
、
そ
の
蛇
活
歌
態
は
こ
れ
ら
の
殻
物
よ
り
見
れ
ば
、
常

時
盛
ん
に
夜
行
の
行
は
れ
た
る
を
知
る
を
得
、
所
謂
畠
然
民
族
に

　
　
　
　
　
第
二
＋
峰
巷
纂
二
號
　
一
六
九

（419ノ



大
同
江
下
流
の
先
史
地
理
　
（
三
友
）

し
て
臨
時
農
耕
せ
し
や
否
や
は
考
ふ
る
能
は
ざ
る
所
な
り
。

　
B
層
に
あ
り
て
は
之
れ
に
反
し
て
鐵
器
と
輸
し
き
も
の
は
｝
つ

も
な
く
純
然
た
る
蒼
器
観
楓
で
あ
．
る
。
石
斧
・
砥
石
・
石
庖
丁
・

二
郎
・
石
環
等
多
く
石
斧
に
は
蛤
刃
に
し
て
牟
磨
製
、
中
拠
に
穴

を
あ
け
た
る
六
頭
の
石
斧
も
あ
．
り
、
有
機
的
蓮
物
と
し
て
鹿
・
猪
・

犬
或
は
備
牙
の
大
な
る
動
物
の
小
骨
片
存
在
す
る
の
み
、
栗
樹
の

木
炭
も
獲
っ
て
み
る
。
更
に
著
し
き
は
煮
焚
し
た
る
下
場
か
、
烹

地
焼
け
そ
の
色
赤
色
を
呈
し
そ
の
上
に
不
完
全
に
石
を
組
ん
で
み

る
。
こ
・
に
存
在
す
る
土
器
は
何
れ
も
無
紋
襟
に
し
て
一
も
外
画

に
幾
何
的
紋
様
な
く
、
薄
手
に
し
て
雲
母
・
を
混
じ
て
み
る
。

　
爾
ほ
四
年
二
三
業
所
工
夫
宮
本
某
な
る
も
の
土
工
の
際
偶
然
四

枚
の
石
を
組
み
合
せ
そ
の
上
に
長
方
形
に
て
長
さ
九
尺
帳
九
尺
除

の
硝
石
を
一
枚
乗
せ
た
る
高
さ
一
尺
五
寸
群
の
墳
纂
に
煽
り
あ
て

試
み
に
之
を
護
掘
せ
し
に
、
そ
の
申
に
存
在
す
．
る
二
本
の
石
鐵
を

得
て
み
る
。
こ
れ
は
有
史
以
前
の
墳
墓
な
る
を
語
る
と
思
は
る
。

先
史
時
代
に
於
け
る
陵
纂
と
癒
跡
と
の
關
係
を
示
す
も
の
と
云
へ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
西
村
薄
士
も
藁
林
立
跡
を
翁
面
さ
れ
て
、
表
土
一
鞭
八
前
、
そ

第
二
十
醐
巷
　
第
二
號
　
　
　
一
七
〇

の
下
部
に
丹
魚
群
片
．
’
丹
色
t
器
を
含
む
第
八
吋
の
瀧
物
包
含
贋

を
認
め
、
そ
れ
に
耀
い
て
鹿
猛
等
の
骨
片
多
撒
を
罪
す
約
七
吋
の

暦
、
そ
の
下
部
に
厚
さ
不
明
の
包
含
暦
を
報
告
せ
ら
れ
て
る
る
。

そ
の
包
含
暦
の
上
部
よ
り
は
多
忙
の
骨
片
と
共
に
石
庖
丁
二
個
、

そ
れ
よ
む
細
編
下
部
に
石
斧
・
錘
石
・
石
鐵
・
土
器
の
破
片
を
塗

出
せ
ら
れ
て
み
る
。

　
盤
上
鳥
贋
博
士
、
酉
村
博
士
の
報
告
に
働
き
、
そ
れ
に
私
が
博

物
館
、
笠
僚
事
誤
等
に
て
見
聞
し
た
る
瀧
物
、
及
び
最
近
の
蜜
地

踏
査
に
よ
り
て
美
林
の
逡
跡
地
を
岩
脇
し
て
見
よ
う
。

　
高
坊
山
・
美
林
等
よ
0
患
土
す
る
土
器
は
笠
慣
氏
の
所
謂
第
二

種
土
器
に
該
翻
す
る
も
の
を
主
膿
と
な
し
、
こ
れ
に
砦
干
の
櫛
隣

文
土
器
を
往
々
追
出
す
る
事
が
海
南
る
。
上
器
の
形
式
よ
の
回
れ

ば
清
湖
里
の
先
史
時
代
土
器
よ
の
初
ま
り
、
石
器
時
代
の
終
末
期

叉
は
金
瀬
併
用
期
の
初
頭
と
推
霞
さ
れ
る
無
文
土
器
が
最
も
盛
行

し
て
み
る
、
こ
の
土
器
は
事
層
に
盗
出
さ
れ
る
も
の
と
思
は
れ

る
、
こ
れ
に
績
い
て
上
層
に
は
樂
浪
古
墳
よ
の
壁
土
す
る
土
器
片
、

新
羅
焼
に
該
當
す
る
烹
器
片
が
多
く
患
土
す
る
か
ら
、
先
史
時
代

よ
り
銑
に
聚
落
の
立
地
が
あ
っ
て
、
先
史
誌
代
終
末
期
に
最
も
榮

（　ik・．）O　）
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え
、
こ
・
に
辛
し
い
石
器
文
化
を
築
き
、
更
に
青
灯
時
代
、
三
國

時
代
ま
で
及
ん
だ
で
あ
ら
・
・
事
が
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
瀧
跡
地
が

先
史
縫
代
終
末
期
に
最
も
榮
え
た
で
あ
ら
う
事
は
、
こ
・
・
よ
の
出

土
す
る
一
概
の
石
器
群
に
よ
つ
て
承
さ
れ
る
。

　
　
　
　
第

偽
バ
繰

／
！

　
　
／
ノ
　
の

　
　
　
〆
　
石

・
　
｝
器

　
　
　
＼

　
　
、
＼

豪
華
な
る
石
創
群
、
普
蟻
の
石
創
、
有
麺
恥
劇
、
ク
リ
ス
型
石

劔
に
類
継
す
る
隔
の
廣
い
も
の
等
が
あ
る
。
南
鮮
地
方
に
見
る
有

柄
石
劔
が
見
當
ら
な
い
の
は
爾
鮮
地
方
と
異
な
る
慮
で
あ
ら
う
。

第
こ
十
閥
轡
第
二
階
　
　
…
七
｝

（譲21）
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）

　
眉
斧
に
あ
り
て
も
長
大
な
る
は
一
尺
に
難
い
長
さ
の
断
爾
椿
園

形
を
な
す
蛤
厚
の
も
の
か
ら
、
讐
越
河
虎
石
を
探
り
藤
色
先
端
を

癬
い
て
蛤
忍
に
な
し
た
る
も
の
、
小
な
る
も
の
は
長
さ
二
寸
五
分

内
外
の
蟻
溝
の
も
の
．
父
は
恰
も
難
を
患
は
す
様
な
磨
製
の
片
ぷ

石
斧
等
幾
種
類
も
あ
る
。
挟
入
石
斧
の
見
當
ら
な
い
の
も
南
鮮
地

方
と
趣
を
異
に
し
て
み
る
。
饒
多
な
る
石
庖
丁
の
嚢
児
、
大
小
様

々
で
あ
る
が
、
年
月
型
に
し
て
二
孔
を
有
す
る
も
の
が
讐
…
通
で
、
長

方
形
の
爾
側
に
厚
を
右
す
る
も
の
も
稀
に
繊
土
す
る
、
后
庖
丁
に

は
こ
の
二
型
、
式
が
あ
る
．
、
そ
の
よ
く
研
磨
さ
れ
、
彩
態
の
整
回
せ

る
は
誠
に
石
器
製
作
の
最
高
峰
と
．
云
．
幽
べ
き
で
あ
る
、
そ
の
石
鑑

製
作
乃
至
多
頭
石
斧
の
製
作
に
至
っ
て
は
技
術
の
優
秀
な
る
驚
嘆

の
他
は
な
い
。
先
端
の
丸
き
石
鍛
、
逆
刺
を
有
す
る
も
の
、
耀
長

優
美
に
し
て
鋭
利
な
る
も
の
、
扇
李
に
し
て
爾
側
に
以
を
お
し
、

申
央
に
一
孔
を
有
す
る
も
の
、
短
大
に
し
て
見
る
か
ら
丈
夫
さ
う

な
も
の
、
等
力
、
補
し
て
大
部
分
は
有
輩
な
る
も
、
稀
に
は
無
蓮

に
し
て
、
柄
を
つ
く
る
に
便
す
る
た
め
、
深
い
挟
入
の
あ
る
も
の
，

も
あ
る
が
、
概
し
て
無
意
の
も
の
が
乏
し
い
の
は
南
鮮
地
方
と
比

較
し
て
著
し
い
魂
違
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
二
十
購
巻
　
錦
二
號
　
　
　
七
二

　
多
頭
国
費
の
鐵
土
の
多
い
の
・
も
こ
の
聖
跡
の
特
色
と
云
・
幽
べ
く

私
の
見
た
数
だ
け
．
で
も
誠
癩
に
及
び
誠
に
精
巧
そ
の
も
の
と
云
ふ

べ
き
で
あ
る
。

　
私
は
か
く
て
、
こ
の
数
多
の
石
器
類
、
骨
片
に
依
っ
て
彼
等
が

狩
猟
盤
活
を
阻
ん
だ
で
あ
ら
う
事
を
想
像
す
る
。
美
林
な
る
地
塩

そ
の
も
の
が
示
す
癩
く
大
原
始
林
を
想
像
す
る
事
も
灘
來
る
。
各

所
に
多
く
の
石
錘
父
は
土
留
を
患
す
事
に
よ
っ
て
、
漁
携
醗
活
を

管
ん
だ
で
あ
ら
う
事
も
慰
像
さ
れ
る
。
し
か
偽
・
被
等
は
大
樹
江
騨

の
深
林
地
帯
に
居
嚇
し
て
、
鵜
猟
と
漁
携
の
生
活
を
な
し
丸
自
然

民
族
で
あ
っ
た
、
し
か
し
そ
れ
だ
け
が
彼
等
の
生
活
全
部
で
あ
っ

た
ら
う
か
、
私
は
臨
に
簡
輩
な
が
ら
彼
等
が
農
緋
生
活
を
螢
み
、

鮭
會
的
に
は
贈
龍
生
．
活
に
入
っ
た
で
あ
ら
う
事
を
肯
寓
し
た
い
の

で
あ
る
。
・
て
の
理
霞
は
次
の
泌
り
で
あ
る
。

　
叢
林
塁
と
寺
工
合
の
沖
積
地
に
は
南
北
三
百
米
、
來
西
一
粁
籐

の
挾
長
な
地
域
に
庶
ケ
翫
の
歳
物
数
布
地
が
あ
る
。
勿
論
こ
れ
ら

の
遺
跡
地
が
演
…
二
代
に
童
部
占
居
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
或

は
虚
誕
他
地
城
か
ら
こ
Σ
に
移
つ
九
か
も
知
れ
な
い
が
、
か
く
挾

い
地
域
に
多
数
の
壷
跡
地
が
あ
る
事
は
座
る
意
味
で
先
容
時
代
に

ぐ422）



於
け
る
入
疑
稠
密
地
帯
と
愛
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
直
接
農
耕
の

存
在
を
指
示
す
る
縫
物
は
な
い
が
、
被
等
が
こ
の
沸
，
積
地
に
定
着

し
よ
う
と
云
．
幽
意
志
を
誘
座
す
る
事
が
所
在
る
Q
そ
の
二
は
前
述

の
娘
く
豊
寓
な
眉
瀞
群
の
存
廠
で
あ
る
。
眉
姻
に
し
ろ
、
石
門
に

し
ろ
個
々
に
分
析
し
て
考
へ
る
時
は
各
種
の
利
器
の
嚢
達
に
よ
っ

て
盤
々
狩
猟
の
衛
は
嚢
達
し
、
盛
ん
に
な
っ
た
で
あ
ら
う
、
し
か

し
そ
の
事
は
同
流
に
農
耕
の
方
法
の
畿
蓮
を
曙
示
す
る
と
云
へ
よ

う
、
．
石
器
文
化
に
著
し
い
文
化
の
輝
き
を
見
せ
る
も
の
が
、
全
く

狩
燐
嫉
の
み
の
自
然
生
｛
活
に
依
存
す
る
と
は
考
へ
・
ら
れ
（
疑
い
。

　
石
庖
丁
の
嵐
烹
の
多
い
乳
酪
は
叢
叢
な
が
ら
農
耕
生
活
を
、
不
す

と
云
へ
よ
・
り
。
石
庖
…
丁
の
畠
土
は
繍
黛
叉
十
…
器
と
荒
戸
係
｝
あ
る
様
に
瞬
心

は
れ
る
、
盤
べ
林
で
は
な
い
。
か
、
美
林
と
脚
数
質
の
画
爆
跡
堅
地
キ
ゑ
裾
へ
・
ら

れ
て
る
る
金
祭
瀟
の
濾
物
に
も
み
す
り
器
の
娘
嚢
長
大
な
る
石
器

が
博
物
館
に
陳
到
さ
れ
て
る
る
、
こ
の
石
器
の
如
き
は
農
耕
盤
活

を
雄
蕊
に
語
る
も
の
と
云
へ
よ
う
。
私
は
以
上
の
癩
き
理
山
に
よ

っ
て
、
こ
の
澄
跡
地
は
直
接
農
業
を
指
示
す
る
遺
物
は
な
い
が
、

石
蕃
の
種
類
の
多
い
こ
と
、
特
に
石
庖
丁
の
獲
見
の
多
い
事
に
依

っ
て
農
耕
謝
恩
の
存
在
を
肯
定
し
九
い
と
町
心
ふ
。

大
岡
μ
汀
一
下
流
の
先
吏
地
理
　
（
三
友
）

　
美
林
澄
跡
地
に
は
櫛
醤
文
土
擬
の
嚢
掘
が
屡
々
報
ぜ
ら
れ
て
る

る
か
ら
、
清
湖
塁
と
岡
様
純
然
た
る
石
羅
豊
代
に
入
る
べ
く
、
次

い
で
無
文
土
羅
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
先
史
時
代
終
宋
期
乃
至
金

石
器
併
用
期
に
か
け
て
最
も
繁
榮
を
な
し
、
こ
Σ
石
器
文
化
を
現

出
し
譲
る
べ
く
考
へ
ら
れ
る
、

　
　
大
同
江
滑
岸
の
盤
跡
地

　
大
蛇
江
導
燈
の
強
跡
は
鳶
職
の
癩
く
清
湖
璽
、
美
林
は
云
ふ
ま

で
も
な
い
が
、
そ
れ
よ
り
下
流
楽
壌
附
近
に
も
多
い
。
郷
ち

　
酒
岩
洞
逡
跡
地
は
小
野
氏
に
よ
っ
て
小
破
片
で
は
あ
る
が
沈
黙

　
女
の
あ
る
土
器
を
探
集
さ
れ
て
る
る
、
古
式
の
櫛
疑
文
土
器
と

　
目
さ
れ
て
み
る
、
附
近
は
石
器
の
散
布
地
で
あ
り
、
沿
岸
を
去

　
る
コ
百
米
内
外
の
距
離
に
あ
っ
て
、
西
北
に
小
氏
陵
を
負
．
語
た

　
沖
積
地
で
あ
、
る
。

　
澱
橋
簸
は
峯
壌
の
長
男
で
あ
っ
て
、
沖
積
挙
野
を
な
し
て
み
る

　
が
、
そ
の
累
々
か
ら
櫛
穏
乱
調
擬
を
若
干
出
し
て
み
る
。

樂
浪
土
城
里
は
、
樂
浪
郡
治
蛙
の
あ
っ
た
城
内
と
麟
さ
れ
る
所
よ

り
、
兇
事
な
磨
製
鷹
斧
・
膚
庖
丁
∴
ぬ
鎌
・
土
窯
等
を
撫
し
て
み

る
遺
跡
地
で
あ
る
が
、
鳥
喰
博
士
に
よ
っ
て
櫛
欝
文
土
器
の
臓
土

　
　
　
　
　
第
二
＋
糊
巻
　
第
二
號
　
　
｛
七
三
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翻
訳
江
下
流
の
舞
奥
地
理
　
（
三
友
）

し
た
事
が
報
告
さ
れ
て
る
る
。

　
　
梧
野
里
の
遺
跡
地

　
卒
壌
を
去
る
醤
方
．
傘
粁
の
塵
に
あ
る
。
∴
事
壌
よ
b
、
樂
浪
瓢
治
蛙

に
通
す
る
街
道
に
添
ふ
て
あ
る
、
癒
跡
地
は
沖
積
地
に
．
欝
ま
れ
て

る
る
。
此
厨
よ
の
嚢
児
さ
れ
る
土
器
は
緻
て
沈
紋
を
附
さ
れ
た
右

絞
土
器
が
多
く
、
大
部
分
は
焼
成
・
紋
襟
共
r
藩
掘
樋
里
の
も
の
に
隙

摩
し
て
み
る
、
小
野
氏
に
よ
れ
ば
小
差
と
し
て
、
剣
．
黙
紋
・
紐
欝

襟
凸
　
線
を
加
溢
し
た
も
の
が
な
く
、
清
湖
里
に
は
兄
ら
れ
な
い
驚

襟
の
押
捺
紋
が
少
し
な
が
ら
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
清
湖
里
G
比
し

て
石
器
は
紗
・
く
、
僅
か
に
石
錘
・
砥
石
・
打
製
看
護
が
重
々
さ
れ

た
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
他
京
義
線
鐵
橋
附
近
、
父
．
は
奉
壌
郊
外
陸

軍
纂
地
附
近
等
に
石
器
類
乃
至
土
器
の
散
布
を
見
る
事
が
黒
門
る

し
、
奉
壌
よ
り
寺
洞
に
至
る
詮
窮
地
、
特
に
飛
行
隊
附
近
は
屡
々

。
石
器
の
散
布
地
と
し
て
知
ら
れ
て
み
る
歳
、
で
あ
る
。

　
雛
て
こ
れ
ら
の
濾
跡
地
の
特
色
は
、
二
三
は
溺
と
し
て
、
多
く

の
湛
跡
．
地
に
朝
鮮
で
は
古
い
形
式
と
さ
れ
て
み
る
櫛
U
女
土
器
を

要
す
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
て
こ
の
櫛
黙
文
土
器
は
浮
言
の
腱
で

は
大
．
同
江
岸
に
あ
り
て
、
砂
壌
よ
O
、
美
林
・
清
湖
里
の
悶
の
約

江
崇
に
立
地
し
た
逡
跡
地
の
池
性
と
し
て
、
不
瓢
議
に
も

多
、
の
も
の
に
鐵
接
媒
介
さ
れ
た
如
く
、
深
い
關
係
の
あ
っ

推
定
轟
搾
る
。
郎
ち
こ
れ
ら
の
諸
遺
跡
の
申
で
大
購
江
に

つ
た
梧
野
墨
、
土
城
璽
で
も
、
江
絆
を
き
る
こ
と
二
癬
栄

種
無
の
所
で
あ
っ
て
、
離
橋
鑓
、
休
岩
洞
の
嫌
「
き
は
足
下

江
を
眺
め
て
み
る
稚
で
あ
る
、
モ
し
て
輔
れ
も
大
洪
水
の

にか最た大　難つるうの中あ大び器壌八
盗皇続欝高t二華穿力潔癖傾｛蕩雰讐瀬

第
二
十
閥
巷
　
第
二
號
　
　
一
七
願

の
地
域
に
あ
っ
て
、
他
に
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
郎
ち
李

に
だ
け
聚
っ
て
み
る
の
で
あ
る
。
西
朝
鮮
で
は
櫛
鷲
文
土

霧
は
こ
の
他
に
大
講
江
の
下
流
、
黄
海
道
の
般
栗
郡
、
及

道
龍
蟻
璽
員
塚
が
そ
れ
で
あ
る
。
櫛
日
交
土
器
の
分
布
は

下
流
の
海
燈
地
帯
と
王
蓮
の
楽
、
壌
附
近
の
二
心
癬
．
π
け
で

換
、
製
す
れ
ば
西
鮮
に
あ
O
て
は
西
部
海
岸
地
域
と
大
調
江

湖
が
最
も
古
く
飽
け
た
事
が
肯
定
さ
れ
る
。
し
か
ら
ば
こ

江
中
流
の
櫛
“
文
文
化
は
樹
瞬
が
ら
県
議
さ
れ
た
で
あ
ら

堪
や
ら
く
下
戸
概
の
恥
撮
薫
陶
昭
帯
ト
硲
⇔
大
気
中
期
▽
好
…
覇
…
つ
壷
↑
と
考
へ

で
あ
ら
う
。
今
の
不
躍
動
を
利
用
し
て
北
鮮
に
聯
絡
の
あ

も
考
へ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
資
料
不
足
で
如
何
と
も
噺
じ

（　・12－O



被
害
を
受
け
た
で
あ
ら
う
沖
積
地
に
醤
ま
れ
て
る
る
。
こ
の
黙
か

ら
見
れ
ば
、
先
史
時
代
以
來
、
大
岡
江
の
流
路
は
殆
ん
ど
憂
化
し

て
み
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
澱
跡
地
が
多
少
の
差
こ
そ
あ
れ
、
石
錘
・
土
錘
を
必

ず
患
激
し
て
み
る
と
い
ふ
事
は
、
こ
れ
亦
こ
の
逡
跡
地
が
大
詞
江

に
依
存
し
た
事
を
、
不
す
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
つ
か
く
の
如
く
考
へ

れ
ば
こ
れ
ら
の
櫛
巨
文
化
は
大
幽
幽
を
遡
江
し
て
、
黄
海
方
海
よ

り
來
た
も
の
で
あ
る
推
定
を
降
し
得
る
、
現
廃
で
は
峯
壌
と
鎭
南

浦
と
々
聯
絡
す
る
櫛
目
文
遺
跡
地
が
未
だ
藤
見
さ
れ
な
い
が
、
そ

の
所
見
も
早
晩
は
な
さ
れ
る
も
の
と
信
ず
る
。

　
か
く
て
再
構
江
申
流
に
立
地
し
た
先
史
蒔
掛
簾
跡
は
や
が
て
、

漁
携
、
狩
猿
か
ら
農
耕
へ
と
養
展
す
る
に
至
っ
て
、
川
か
ら
凹
地

へ
、
藁
地
へ
と
瀧
悪
し
た
も
の
で
あ
ら
う
、
比
較
的
後
期
と
患
は

れ
る
遺
跡
地
が
大
黒
江
か
ら
編
つ
た
奥
地
に
多
い
の
も
こ
の
一
部

を
示
す
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
し
か
ら
ば
こ
の
大
圃
江
附
近
の
櫛
目
友
土
器
群
慰
跡
地
に
關
係

あ
る
と
み
と
め
ら
る
＼
黄
海
沿
岸
方
擁
の
櫛
目
文
土
器
癒
跡
群
を

考
察
し
て
見
よ
う
。

　
　
、
　
　
大
斑
江
下
流
の
先
典
地
理
　
（
三
亥
）

　
　
二
黒
塁
貝
塚

　
愚
跡
は
大
曲
江
下
流
の
鎭
南
浦
よ
。
北
方
二
十
激
紅
霞
渦
郡
海

雲
簡
龍
．
鱈
銀
附
近
の
沖
積
層
に
積
成
さ
れ
た
豪
．
地
に
管
ま
れ
た
員

　
塚
で
鳥
、
屠
博
士
の
手
に
依
っ
て
獲
襯
さ
れ
て
る
る
。
貝
嫁
は
牡
蠣

蛤
を
主
と
し
て
、
そ
の
抱
赤
螺
等
が
あ
る
、
蛤
は
大
き
い
が
牡
蠣

は
大
な
る
も
の
を
認
め
す
、
魚
類
の
齢
1
3
片
も
多
く
、
哺
乳
動
物
と

　
し
て
は
僅
．
か
に
四
肢
骨
の
破
片
三
片
の
み
、
そ
の
大
い
さ
よ
り
見

　
れ
ば
鹿
・
猫
等
に
て
は
な
く
兎
・
狐
の
類
で
あ
る
、
烏
類
の
骨
片
、

、
木
炭
。
灰
等
も
混
じ
て
み
る
、
石
器
に
は
石
鍍
。
砥
石
。
錘
溺
魯

　
々
一
悩
を
探
回
せ
ら
れ
て
る
る
。
員
暦
申
か
ら
沈
刻
に
よ
る
刻
黙

紋
・
直
折
紋
等
各
種
の
紋
襟
豊
富
に
出
土
し
て
み
る
。
前
記
清
湖

里
の
櫛
口
窄
土
器
と
何
等
か
の
關
係
を
認
め
る
事
が
漢
点
る
。

　
次
は
大
醐
江
の
南
摩
黄
海
道
股
葉
郡
方
面
に
も
櫛
悪
文
土
器
を

出
土
す
る
遺
跡
地
が
あ
る
。
鳥
暦
博
士
の
報
告
に
よ
っ
て
記
載
す

れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
磯
栗
郡
南
部
繭
軍
糧
璽

　
此
の
墨
跡
は
遺
物
包
含
地
に
し
て
附
近
に
接
近
し
て
ド
ル
メ
ン

が
存
在
し
て
み
る
。
石
撫
は
乏
し
き
も
土
器
の
破
片
は
瀬
る
多
い
、

錦
二
十
口
巻
　
第
二
號
　
　
一
七
烈

ほ2の
O



大
君
F
江
下
流
の
先
更
地
理
　
（
三
友
）

爾
ほ
こ
の
泣
跡
に
て
注
意
す
べ
き
事
は
常
臨
の
窟
場
の
跡
が
あ
」

る
、
無
職
山
石
破
片
を
以
て
紐
み
照
せ
、
不
完
歪
な
る
も
食
物
を
煮

炊
す
る
に
使
用
し
た
る
も
の
で
あ
ら
う
、
粟
樹
よ
り
な
る
木
炭
も

あ
「
る
。
附
近
の
ド
ル
メ
ン
の
天
井
石
の
下
部
に
診
る
石
壁
中
に
環

駅
の
石
斧
の
破
片
“
’
2
得
て
居
ら
れ
る
。

　
　
安
擬
革
邑
内
事
五
百
製
革

．
一
つ
の
蕉
陵
あ
り
五
里
洞
と
樗
す
、
ド
ル
メ
ン
と
共
に
肩
器
臨

代
の
遺
跡
散
布
す
、
石
斧
・
石
建
∴
如
鍛
・
石
庖
丁
・
環
石
・
妾
、

の
他
至
器
破
片
、
日
傘
に
突
端
せ
る
縁
に
一
種
の
小
誰
、
・
き
四
み
紋

襟
を
並
刺
し
て
刻
し
て
み
る
。

　
　
鳳
由
本
窯
城
里
遣
跡

　
極
め
て
僅
か
で
あ
る
が
厚
手
式
有
紋
窯
器
（
櫛
巨
文
烹
器
）
を
醗

し
て
み
る
。

　
以
」
の
三
徳
跡
地
は
櫛
巨
文
烹
器
の
み
の
軍
純
な
る
櫨
跡
で
な

く
、
複
合
し
た
潰
跡
で
、
李
壌
附
近
の
美
林
惹
跡
の
如
く
、
叉
は

海
州
南
山
黙
想
の
魏
く
、
櫛
縣
如
上
擬
か
代
表
す
る
、
純
然
た
る

石
瀞
時
代
か
ら
比
較
的
後
期
と
口
せ
ら
れ
る
、
金
石
器
時
代
に
及

ぶ
蓮
跡
地
で
あ
、
る
か
・
b
、
可
な
り
長
い
間
蓮
撫
し
た
慧
跡
を
な
し

櫨
罪
二
十
岡
［
巻
　
　
餓
剛
二
職
跳
　
　
　
　
一
七
轟
ハ

て
る
る
。

　
か
く
の
如
く
大
満
江
下
流
の
海
岸
地
帯
方
面
は
櫛
獄
文
土
器
の

鵡
土
す
る
潅
跡
が
多
く
集
っ
て
み
る
。
こ
の
懐
き
遺
跡
分
布
は
大

同
江
中
流
の
軍
職
で
は
更
に
著
し
い
の
で
あ
・
る
。
さ
れ
ば
こ
の
粥

者
を
結
合
し
た
も
の
が
大
岡
江
で
あ
っ
丸
と
考
へ
る
事
が
萬
來

る
。
先
史
時
代
に
あ
．
り
て
も
大
岡
江
は
重
要
な
交
通
路
を
な
し
た

と
考
へ
ら
れ
る
。

　
　
　
比
較
的
奥
地
に
あ
る
瀧
跡
地

　
　
隠
里
遺
跡
（
大
倫
郡
龍
淵
颪
柳
里
）

　
李
壌
南
方
約
六
粁
の
地
黙
に
あ
り
、
樂
浪
古
墳
畑
地
帯
の
爾
端

に
位
し
、
樂
浪
特
有
の
丘
陵
と
低
地
の
交
錯
し
た
慮
で
あ
る
。
附

近
に
標
高
九
五
米
の
小
峰
が
あ
っ
て
こ
の
卒
原
の
素
船
を
破
っ
て

み
る
。
強
跡
地
附
近
の
毫
地
は
畠
地
で
あ
る
が
、
窪
地
は
水
田
を

な
し
て
み
る
、
そ
の
低
地
を
大
　
岡
江
の
支
流
昆
望
診
が
蛇
行
し
て

み
る
。
瀧
跡
地
は
登
録
な
藁
地
上
に
あ
．
つ
て
快
適
の
氣
分
が
す
る
。

と
り
た
て
・
水
利
の
優
が
あ
る
と
か
、
要
害
の
場
所
で
あ
る
と
か
、

特
定
の
地
理
的
條
件
に
あ
る
と
操
定
さ
れ
ぬ
。

　
本
職
膿
で
は
土
盤
類
の
酪
土
は
湿
り
聞
か
ぬ
塵
で
あ
る
が
、
石

（426）
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大
同
江
下
流
の
先
、
・
災
地
理
　
（
黛
友
）

器
の
溝
土
は
恐
ら
く
美
林
に
つ
い
で
豊
冨
な
遺
跡
で
あ
る
、
上
器

は
紋
檬
の
あ
る
上
器
で
な
く
し
て
無
文
の
土
器
で
あ
る
。
石
斧
類

の
磯
上
は
縛
な
O
豊
冨
で
あ
る
が
、
・
て
の
形
式
は
庭
林
と
㍊
襟
に

照
な
る
自
然
石
を
捨
ひ
來
り
そ
の
先
端
に
蛤
還
を
つ
け
た
も
の
．

比
較
的
長
大
な
石
に
蛤
パ
を
附
し
た
重
量
の
縦
な
る
石
斧
と
、
叛

歌
山
石
を
煉
工
し
た
片
淋
の
も
の
、
扁
、
牛
に
し
て
．
長
大
な
る
も
の
は

恰
嗣
も
浦
鍬
の
如
↓
ざ
感
を
磁
ハ
へ
る
逸
b
の
す
・
・
ら
あ
る
。
か
く
ヂ
如
斧
の
形
能
心

を
見
る
と
千
種
萬
溺
の
穣
で
あ
る
が
、
以
上
の
通
り
に
分
類
さ
れ
、

利
雛
で
あ
る
と
共
に
農
耕
具
と
し
て
も
硬
用
さ
れ
た
如
く
推
察
さ

れ
る
。
こ
の
石
斧
に
つ
い
で
多
く
罵
る
の
は
乍
凸
型
、
の
石
庖
丁
で
、

宅
地
に
見
る
も
の
と
異
な
る
慮
が
な
い
、
未
完
無
品
も
あ
る
か
ら
、

石
庖
了
が
こ
エ
で
製
作
さ
れ
た
空
巣
て
よ
い
、
少
い
例
で
は
あ
る

が
、
長
方
形
の
側
藏
に
刃
部
を
有
す
る
も
の
も
あ
る
、
何
れ
も
片

刃
で
あ
る
、
石
鐡
も
再
議
も
可
な
の
萬
黙
し
て
み
る
ら
し
く
、
そ
の

先
端
は
多
く
探
集
さ
れ
る
。
そ
の
形
式
は
晶
帯
で
美
林
の
無
く
攣

化
が
多
く
な
い
。
賦
示
し
た
如
き
短
大
な
石
鎌
は
布
壌
附
近
で
は

餓
り
例
の
な
い
も
の
で
、
病
鮮
地
方
に
多
く
見
る
襟
で
あ
る
。
石

錘
・
土
錘
の
患
土
の
像
り
な
い
の
は
、
本
潅
跡
地
が
大
難
江
と
關
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四
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係
が
な
か
っ
た
事
を
示
す
と
云
へ
よ
う
。

　
　
琶
　
　
　
　
　
　
禽

　
挙
壌
北
方
約
五
粁
の
地
轍
に
聖
書
騨
が
あ
る
、
こ
の
附
近
丘
陵

の
｝
糟
が
石
撫
の
散
勝
地
で
あ
る
、
そ
の
主
な
る
醜
土
地
は
…
、
藏

所
あ
る
、
表
革
鰻
登
に
よ
っ
て
．
多
野
の
青
色
土
器
（
新
羅
焼
）
の

破
・
片
が
眼
に
つ
く
、
石
器
は
石
斧
・
石
鎌
・
、
石
庖
丁
等
で
あ
る
、

石
庖
丁
は
未
完
成
品
に
し
て
穴
を
皐
分
ば
り
あ
け
か
け
た
も
の
も

あ
る
、
や
は
り
石
庖
丁
は
他
か
ら
の
悪
尉
贔
で
な
く
、
こ
・
に
製

作
さ
れ
た
と
解
せ
ら
る
。

　
撒
跡
地
は
小
丘
陵
の
西
側
に
面
し
、
前
渡
に
は
低
漁
地
を
へ
だ

て
・
小
丘
陵
に
封
し
て
み
る
、
直
接
水
利
に
便
利
で
な
い
。

　
　
院
場
里
（
大
岡
下
金
祭
面
院
蔵
置
）

　
院
場
羅
は
卒
壌
の
身
方
約
二
十
粁
の
地
黙
に
あ
り
、
李
壌
・
甑
撫

糊
を
蓮
著
す
る
交
通
路
が
走
っ
て
み
る
。
附
近
は
老
年
期
の
山
地

を
な
し
、
小
山
地
と
小
盆
地
の
糞
達
し
た
地
域
で
あ
る
が
、
そ
の
内

で
も
比
較
的
大
き
な
面
積
を
有
す
る
盆
地
で
あ
る
、
遺
跡
地
は
こ

の
盆
地
の
ほ
ゴ
中
央
に
位
し
、
小
流
に
沿
・
勘
て
る
る
。
こ
の
撫
土

土
器
は
無
紋
の
土
器
・
石
斧
・
石
庖
了
・
石
鐵
・
石
頭
の
破
片
が

ぐ428）



散
付
し
て
み
る
、
特
に
石
製
の
有
孔
の
装
身
具
と
推
定
さ
れ
る
も

の
が
嵩
偉
し
て
る
る
の
は
他
に
滴
り
糊
の
な
い
こ
と
で
注
鷺
に
慨

す
る
。
爾
ほ
特
に
珍
ら
し
い
も
の
は
粉
確
難
と
推
定
さ
れ
る
旧
藩

で
あ
る
、
現
在
李
壌
博
物
館
に
陳
列
さ
れ
て
み
る
。
縦
約
一
・
五

尺
の
編
一
R
位
の
厚
さ
約
二
寸
の
石
級
と
、
ユ
、
の
湾
板
と
組
み
合

せ
式
に
な
っ
て
、
傘
分
け
づ
り
と
ら
れ
て
る
る
．
石
棒
よ
り
な
っ
て

み
る
も
の
で
、
明
ら
か
に
穀
物
類
を
確
く
に
用
ひ
☆
と
推
定
せ
ら

れ
る
、
こ
れ
に
依
っ
て
本
遺
跡
が
農
耕
生
活
を
既
に
顧
る
租
度
ま

で
螢
ん
だ
と
推
定
す
る
に
か
た
く
な
い
。
よ
し
こ
の
逡
跡
が
先
実

時
代
の
も
の
と
し
て
も
、
こ
の
長
大
な
器
物
を
騰
れ
ば
農
耕
生
｛
猛

を
肯
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
程
で
あ
る
、
私
は
こ
・
の
遺
跡
の
漢
土

土
壌
に
就
い
て
は
薫
り
傭
ら
ぬ
が
、
繭
蓮
の
襲
身
具
・
石
器
等
か

ら
考
へ
て
、
金
石
羅
時
代
以
後
の
遙
跡
地
と
推
定
し
て
み
る
。

　
蹴
上
の
三
主
跡
地
を
通
魔
し
て
晃
る
と
、
そ
の
王
者
は
互
に
糎

隔
っ
て
地
理
上
の
弛
絡
は
な
い
が
、
そ
の
牲
絡
に
湘
類
似
し
て
み

る
所
が
多
い
。

　
先
づ
撫
土
物
か
ら
見
れ
ば
石
庖
丁
が
比
較
的
多
く
糞
晃
さ
れ
て

る
る
事
、
石
錘
、
烹
錘
等
の
醸
土
が
殆
ん
ど
な
く
、
二
っ
て
大
岡
江

議く

ﾊ
江
下
流
の
先
史
地
理
　
（
三
友
）

と
憂
慮
の
な
い
事
．
石
庖
丁
に
未
完
成
晶
が
各
遣
跡
地
に
登
見
さ

れ
て
る
て
、
石
器
が
各
自
製
作
さ
れ
、
祁
互
の
間
は
交
易
等
の
蓮

絡
が
な
か
っ
た
事
等
は
類
似
黙
の
主
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
特
に
こ
れ
ら
慧
跡
地
附
近
の
調
査
の
粗
漏
も
あ
ら
う
が
、
現
在

で
は
こ
れ
ら
造
跡
地
が
孤
立
し
て
み
る
事
で
あ
る
。
臨
場
里
の
伽

き
は
古
代
文
化
の
中
心
で
あ
．
つ
た
梅
林
、
樂
近
心
弼
か
ら
、
纏
へ

大
同
江
の
支
流
が
あ
る
に
せ
よ
二
十
数
粁
も
へ
だ
っ
て
み
る
。
西

捕
も
同
襟
と
云
へ
よ
う
、
稗
塁
は
多
少
接
近
し
て
み
る
と
云
へ
る
、

お
互
は
蒲
等
の
隔
り
を
も
っ
て
み
る
。
こ
の
癩
き
聡
悟
の
分
布
は

今
口
の
禦
壌
附
近
の
聚
落
分
布
と
よ
く
、
類
似
し
、
親
今
で
も
李
壌

よ
り
一
歩
郊
外
に
盛
れ
ば
極
め
て
貧
寒
な
聚
落
が
不
規
則
に
難
雀

し
て
み
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
如
き
聚
落
分
布
が
行
は
れ
る
の
は

所
謂
孟
浪
準
李
猿
と
呼
ば
れ
る
本
地
域
の
地
形
上
、
叉
は
地
理
上

か
ら
考
へ
ら
れ
る
慮
で
、
臨
に
蓮
。
へ
た
通
り
で
あ
る
。
水
系
が
極

め
て
複
婚
で
あ
り
、
浸
蝕
に
よ
っ
て
生
じ
た
小
盆
地
が
到
る
灘
に

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
瀾
係
は
現
在
の
聚
落
分
布
に
考
へ
ら
れ

る
の
み
で
な
く
、
江
西
郡
に
多
い
高
句
麗
の
古
墳
分
窟
を
死
て
も

岡
襟
で
、
羅
壌
附
近
の
大
地
域
に
は
何
百
と
云
．
幽
古
墳
群
が
聚
團

　
　
　
　
　
　
第
二
十
四
巷
　
第
二
號
　
　
　
一
七
九
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下
濾
…
の
先
典
地
理
　
（
　
二
亥
）

し
て
み
る
が
、
、
江
西
郡
方
面
で
は
大
古
墳
を
中
心
と
し
て
撒
基
位

の
古
墳
郡
が
各
小
盆
地
に
存
在
し
て
、
登
膿
か
ら
兇
て
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
に
散
在
し
て
み
る
。
こ
の
憂
き
先
史
遺
跡
の
立
地
か
ら
見

て
も
各
藩
跡
地
は
猫
而
し
て
互
に
密
接
な
關
係
が
な
か
っ
た
と
考

へ
ら
れ
る
。
然
る
に
大
同
江
に
沿
ふ
て
あ
る
多
数
の
慰
跡
地
は
そ

の
分
布
か
ら
見
て
も
互
に
蘭
毒
し
、
大
樹
江
と
云
ふ
媒
介
者
に
よ

っ
て
結
ば
れ
て
み
た
が
、
こ
れ
ら
の
奥
地
に
あ
る
遣
跡
は
夫
々
蓮

絡
す
る
紐
帯
を
鋏
い
て
る
る
．
、

　
か
く
遺
跡
地
が
互
に
聯
絡
な
く
、
ぽ
つ
ね
ん
と
威
立
し
て
み
る

事
は
、
各
遺
跡
地
を
露
騰
す
る
入
達
が
或
る
一
定
四
域
を
霞
有
し

た
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
こ
の
背
嚢
考
を
坦
っ
て
、
澱
跡
地
の
地
理
的
景
観
を
見
れ
ば
・
ダ
、

こ
に
相
似
の
所
が
あ
る
。
稗
璽
に
し
ろ
、
西
浦
・
院
場
里
に
し
ろ
、

何
れ
も
小
車
陵
と
云
ふ
よ
り
は
動
地
に
池
い
地
形
で
地
か
は
低
漁

な
尚
蔵
で
現
業
は
水
紺
を
な
し
て
み
る
地
域
で
あ
る
。
小
地
域
の

李
愚
な
麩
で
農
耕
生
活
を
螢
む
べ
き
場
所
と
推
定
さ
れ
る
、
こ
れ

ら
の
諸
，
黙
よ
り
考
へ
て
、
彼
等
が
狩
猟
の
み
に
よ
ら
す
、
農
耕
も

螢
ん
だ
こ
と
を
推
定
し
た
い
昌
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濁
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換
言
す
れ
ば
こ
れ
ら
三
者
に
依
っ
て
代
表
さ
れ
る
文
北
は
石
撫

に
可
な
り
遜
諭
し
た
姿
を
示
し
、
そ
の
生
礒
分
野
が
籏
塗
し
、
狩

猿
生
活
か
ら
農
耕
生
活
へ
の
過
渡
期
を
示
す
と
云
へ
よ
う
、
首
飾

り
の
撫
き
は
翫
に
そ
の
生
活
に
除
裕
の
あ
っ
た
事
を
示
す
で
あ
ら

う
。
さ
は
あ
れ
か
く
の
博
く
堀
器
文
化
に
か
贈
や
か
し
い
獲
展
を

承
し
た
彼
等
も
、
そ
の
關
艦
生
活
に
は
依
然
と
し
て
蕎
態
を
示
し

そ
の
醐
に
糊
結
の
な
か
っ
た
事
が
遺
跡
分
布
に
よ
っ
て
推
定
患
來

る
。

四
、
結

濁圃．

IU’：

　
以
上
室
な
る
遽
跡
地
の
記
蓮
に
纂
つ
い
て
築
壌
附
近
の
先
史
地

理
を
考
へ
る
な
ら
ば
、
悠
久
の
背
、
文
化
は
大
岡
江
燈
に
起
つ
た

と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
、
そ
の
女
化
は
何
慮
よ
り
來
た
か
は
明
で
な
い

が
、
現
今
ま
で
の
資
料
に
よ
れ
ば
黄
海
道
方
颪
よ
濁
点
九
と
推
定

せ
ら
れ
る
、
大
憲
江
岸
右
下
よ
り
溝
湖
量
、
美
林
に
及
ぶ
大
洪
濾

峯
野
は
蓋
し
先
史
時
代
の
人
に
と
り
て
も
第
…
に
欝
に
つ
い
た
も

の
で
あ
ら
う
。
從
っ
て
こ
・
に
趨
っ
た
文
化
が
次
第
に
獲
展
を
な

し
て
行
っ
て
燧
に
美
林
の
看
器
文
化
を
築
つ
く
に
至
っ
た
。
美
林

（　‘i；so　〉



の
文
化
は
大
岡
江
と
大
洪
輝
楽
野
の
持
つ
地
域
牲
に
依
っ
た
も
の

で
あ
ら
う
。
彼
等
先
史
入
は
こ
の
然
々
と
し
た
自
由
の
天
地
に
大

同
江
摩
よ
り
吹
第
に
奥
地
ヘ
ノ
、
と
進
幽
し
た
の
で
あ
ら
う
。
彼

等
の
蛋
活
は
漁
掛
と
狩
猟
で
あ
っ
た
、
大
樹
江
は
水
論
で
あ
っ
た
、

丘
陵
に
は
森
林
が
茂
っ
て
、
獣
類
の
棲
息
が
多
か
っ
た
。
ま
だ
農

業
は
知
ら
な
か
っ
た
と
解
さ
ね
ば
な
る
ま
い
。
謝
し
こ
の
糊
口
紋

文
化
の
入
筆
も
そ
う
い
つ
ま
で
も
獲
展
を
せ
す
に
贋
る
わ
け
で
は

な
い
。
や
が
て
金
石
羅
時
代
に
入
る
と
漸
く
石
器
製
作
に
非
凡
な

腕
を
見
せ
て
來
た
、
美
林
、
土
城
里
等
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
、

優
秀
な
る
石
器
の
置
土
は
こ
れ
を
語
る
も
の
で
あ
ら
う
。
櫛
斯
文

土
羅
か
ら
無
文
土
器
、
打
製
石
器
か
ら
磨
製
石
器
へ
と
引
き
績
い

た
慧
跡
地
は
黄
海
里
方
瀬
に
も
あ
っ
た
。

　
こ
の
石
器
文
化
の
嚢
達
は
ム
、
の
ま
・
、
漁
労
・
堕
獄
か
ら
農
耕

へ
の
嚢
展
を
示
す
も
の
で
、
大
同
江
か
ら
奥
地
へ
と
並
ん
で
行
っ

た
の
で
あ
ら
う
。
即
ち
こ
の
時
代
は
金
石
器
時
代
初
頭
頃
の
事
で

あ
ら
う
。

　
石
器
時
代
は
大
岡
江
撫
が
聚
落
地
帯
で
あ
っ
た
が
、
石
器
時
代

の
終
末
期
及
び
金
石
併
胴
期
初
頭
頃
に
は
大
岡
江
燈
の
み
な
ら

大
冊
F
江
下
流
の
先
史
地
理
　
（
闘
士
）

す
、
奥
地
の
小
盆
地
少
穿
坦
地
か
聚
落
地
帯
と
な
っ
て
行
っ
た
、
．

特
に
大
醐
江
騨
の
若
林
の
難
き
は
都
市
的
色
彩
を
多
分
に
持
つ
た

慮
で
あ
っ
匁
。
こ
の
如
き
現
象
に
は
既
に
農
耕
生
活
の
艶
情
と
云

ふ
事
ゆ
ぜ
考
へ
る
事
・
“
か
由
田
來
る
と
m
心
ふ
。

　
石
器
時
代
の
遺
跡
地
は
大
隅
江
客
受
の
み
に
密
集
し
て
恰
も
集

麟
性
あ
る
も
の
、
如
き
立
地
を
な
し
て
み
る
が
、
金
眉
器
併
用
時

代
の
蓮
跡
地
は
そ
の
文
化
圏
が
著
し
く
糠
大
し
て
來
た
敏
か
、
そ

の
遺
跡
地
も
黙
雀
性
を
増
し
て
、
側
か
孤
立
性
を
示
す
襟
な
傾
向

．
が
あ
る
。
こ
の
卒
壌
附
近
の
文
化
圏
が
黄
海
道
方
禰
の
丈
北
懸
と

超
接
騰
し
て
融
合
す
る
の
も
こ
の
時
期
か
ら
で
あ
ら
う
。

　
次
に
…
干
瓢
附
近
の
先
実
地
理
を
蓮
べ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ド
ル

メ
ン
群
、
漢
代
古
墳
、
高
句
麗
査
墳
群
等
の
分
布
か
ら
観
察
を
下

さ
ね
ば
季
分
と
云
へ
な
い
が
、
そ
の
研
究
は
後
罵
の
事
と
し
、
こ

・
に
一
先
づ
欄
築
す
る
。

　
　
謬
驚
突
獄

　
　
一
、
鳥
居
博
士
、
畢
安
欝
滋
費
海
滋
ノ
有
史
以
箭
　
大
蕉
五
年
言
挙
蹟

　
　
　
調
査
夢
心

　
　
一
、
郷
，
蹟
丈
土
器
を
憂
見
せ
る
乳
鮮
清
湖
懸
澄
跡
挫
創
烏
丸
氏
入

第
鵬
ム
「
階
悶
礁
蛮
　
　
酌
猫
「
二
瀬
　
　
　
　
…
八
　
…
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